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みなさんお元気ですか。2か月に1回は出し 行 う計画を立てました。

たいといつていたこの通信ですが、第2暑以来  さ 馴こ、都立赤塚公園大門地区が整備された

かなり間があいてしまい、申し訳ありません。 の ほともなつて、来年の花見時には多<の 人々

さて、今暑は、秋の諸活動のまとめとみなさ が 自生地を訪れることが予想されます。林の保

んの感想、意見のご紹介、それと、当面の活動 全 の必要性を訴えるPRを かねたパト□―ル活

スケジユールの紹介です。 動が絶対に必要になつてきています。

春の林をきらきら輝かせたェリンソウは、い  ま た、荒川の自然地回復活動では、いよいよ

ま、土の中で根茎の形で静か|こ眠つています。 本 格的活動着手のためのフイールドワークや検

来年になると2月 の初め|こは目を覚ましてモヤ 討 会が始まります。

ンの芽を伸ばしはじめます。そのときのために、  な お、不誌の題字が決まりました。かがみり

今年は冬の林の手入れを例年より早めて年内に よ うさんにデザインしてもらいました。

―

ところで、この間、秋の諸活動をうま<運 ぶため|こ大忙しで、事務局活動がガタガタ|こなつてきま

した。もつと、集団的に組織的に行うべきだという厳しい指摘がありました。一方で、 「水と緑の

会」の活動のテーマが限られてきて、参力Bする会員の数も限られてきています。もつと多様なイェン

アテイブを包み込んで多様なテーマで、広範な人々の参力Bを得るよう|こ運営するべきだという意見が

強<出 されています。勉強もするべきだという声もあります。いずれも、もつともな意見です。

4月 の発足以来、駆け足でやつてきた活動ですが、この辺できちんと体制建て直しを図るときにき

ているのかも知れません。みなさんの意見を出し合える機会もつ<り たいと思つています。

会員募集中 1 年 会費2,000門 郵 便振督日座 「00170…8-352508 いたばし水と緑の会」
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赤塚の森ボランテイアのこれからについて

希堀な0と ロコo工 D?ッ づ
エコアツプとはなんぞや !赤塚公園の自然度を高める意味のエコアツフ

・
です。

目標は、チョウ、トンポ、カブトムシなど、生き物のすめる環境づ<り です。そのために、まず、
生き物の目で環境を点検し、トンポなどの水辺にふさわしい場所、カブトムンのゆりかごにふさわ
しい場所などを探して、生き物の生息環境をつ<り ます。昆虫フアン大歓迎 !

やり万として、①赤塚の森を端から端まで順次みんなで点検し、②どのように改善したらよいか
者え、③ェコアツフ

・
カルテをつくり、④私たちができることを者えます。⑤赤塚公聞管理事務所と

相談しながら、⑥計画をたててやつてい<こ とを者えています。

私たちでわからないことも多いので、専門家の話を聞<な ど、勉強しながら市民の公園づ<り を
目指したいと思います。

また、老化現象が目立つ雑本林 (なにやら人間社会みたいですが、どんぐりが芽生えてこない雑
木林は将来がないそうで ・・・)の 問題も会員から指摘されていますが、将来の取り組み事項とし
て、しつかり現状調査をし、勉強を積み重ねていきましよう。

●11月 18日 (火) 18:30～ 20:30(飲 みながら)世 話人会兼事務局体制についての

話し合い

018:30に 板橋区環境保全課 集 合 (地下鉄出□そばに区役所夜間休日

出入□があります。受付で 「環境保全課に行<」 と断つて<だ さい。)

参カロ者は 14日 までに環境保全課 番 匠(3579)2598までご連絡<だ さい。

会場 :つほ八 (大山駅そば)

011月 30日 (日) 午 前 10時  美 術館前集合

年前中、赤塚城批公園周辺のチエツク、

年後カルテづ<り (13時 30分 から15時 30分 )

会場 :赤塚 5丁 目集会所 (赤塚 5-16-33「 老人いこいの家」内)

連絡先 :坂本 (3579-2598 環 境保全課)

10月 5日 の世話大会で、二つの班ができました。カルテp<り と並行して班活動を進めます。

●ピ牙トーブ (生物がやつてくる環境)を つ<る 班

11月 30日 (日)ェ コアッフ
・
カルテ (上記)か ら始めます。

班リーダーと連絡先 矢 日 茂  (3973-0998)

0「 赤塚城批の林を守る班」

小寺 正 明 (3907-0636)
/J屋ヽ 弘妻:(3558-7626)

泉
▽

:12月 7日 (日) 午 前 10時 ～12時  赤 塚城批公園集合 雨 天中止

班リーダーと連絡先 須 藤 公 夫 (3939-6247)

猪鼻 昭 二 (3933-8269)
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いたはし寵!l10窓0復 Ooお 動計0
11/16(日)自 然回復ボランティア活動講座 (主催 :環境保全課)

・笹目橋緑地にて 9:30西高島平駅改札集合
・環境会議で作成したプランを見、現地で改めて考えてみたいと思います。
クリーンエイドの時の検討会に参加しなかった人、ぜひ参加してください。

11/23(日)自 然回復案の検討会
・笹目橋緑地に集合 10:00～ 15:00 ,
・弁当持参
・フィールド調査と

新河岸公囲内集会所で検討会
・最終案をめざして検討します。

12/7(日 )活 動の検討会

区の花工t′二 ノヽウを保存ある会の弱ぴがtt
●大門自生地の林の手入れ作業

11月20日～30日まで連続して行います。いずれも、自生地前観察台集合、雨天中止

●春のエリンソウ自生地パト□―ル
期間=199韓 3月23日～4月 15日までの連日行います。いずれも年前108守～午後3時

当該地は公園円造成工事が済んで、桜の花見にも絶好の場所となり、来年の開花期にはか

つてない人出が予想されます。それとともに、林内への人の立ち入りや盗掘も増えかねませ

ん。パト□―ルをきちんと行うことは、林を守るうえでとても重要な活動になります。

これまでは 「保存する会」の少数のメンパーで行つてきましたが、これからは 「水と緑の

会」のみなさんの協力と参加がなければやつていけません。

活動そのものはそれほど難し<あ りません。また、参力0できる時間で結構ですので、みな

さんの都合の良い日取りをお知らせ下さい。係で予定表をつ<り ます。

連絡先=香取 書 作 (03‐3930-2263)
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□赤塚の森ポランティアの世話人会を開きました■□■□■□■□

10月5日、板橋区立美術館で開きました。

4月以来の活動が 「ェリンソウを保存する会」

の活動にヨ|きづられてきたことの反省から、でき

るだけいろいろな人が責任を分担して多様な活動

が進められるような仕組みづ<り について話し合

われました。

結論的|こは、 「保存する会」は会の趣旨である

エリンソウ自生地の保護活動|こ専念することとし

て 「水と緑の会」産参力Bと協力を呼びかけるが、

その他のテーマでは 「水と緑の会」の独自のイ三

ンアテイブを育てるべきだとして、活動計画欄|こ

紹介したような 「大門にピ牙トープをつ<る 班」

と「赤塚城辻裏の林をまもる班」ができました。

どんな林にしたいのか、どんな活動がしたいの

か|こついても、議論がたたかわされました。

「区報を活用して会の存在をもつとアピールすべ

し」 「参カロしていない会員も関心をもてるような

テーマをつ<る べき」 「たとえば、カブトムンも

<る ような森のための雄月巴づ<り とか、本に名本b

をつける活動とか、やることはた<さ んある」

「街路樹や公園 ・緑地をテーマにする活動もあつ

てよい」という意見が出されました。エリンソウ

自生地のこれからについては 「そろそろ、林の将

来の姿を構想したゾー三ングに取りかかるべき」

「本格的な林の手入れのためには講習会などでも

つと勉強すべきだ」 「水環境の回復も大きなテー

マだ」など、これからの課題底ついても積極的な

意見が出されました。

□板橋環境会議が開かれました■□■□■□■□■□■□■□■□

昨年のこの会議がきつかけとなつてわが会が誕

生した、いわば生みの親の集まりです。 9月 21日、

板橋エコポリスセンターで開催されました。今年

は昨年のテーマをいつそう具体的|こ煮詰めるもの

になりました。

第3分科会では、荒川学会自然環境部会の野村

圭祐さんを講師|こ招いて 「荒サ||の自然と人々のか

かわり」についてお話をしていただき、建設省荒

川下流工事事務所などから当該地の状況、諸条件

の提示があつた後に、 「水路」 「干潟」 「日んほ

・遊び」 「木 ・葦」の4グループに分かれて、具

体的な自然回復フ
・
ランを出し合いました。

第4分 科会では、東京都北部公園事務所の委託

によリエリンソウ自生地などの植物調査を行つた

北川淑子さん (東京大学アジア生物資源環境研究

センター)と 井不郁子さん (日不造園学会会員)

のお二人を講師|こお招きして、エリンソウ自生地

が都会では貴重な種となつたた<さ んの植物が生

きている林であること、その維持 ・管理の方向性

について問題提起をしていただきました。4つ の

グループ|こ分かれた討論では、こもごもに林のイ

メープが語られました。

2つの分科会ともほ、これから問われて<る 具

体的な活動へのみんなの関心を一歩ヨ|きつける場

となりました。
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リーダー的な自覚で趣旨を伝え、個人的な作業集

団でな<、 水と緑のグローバルな育成底努めても

C)いたヨい。

など、参加人数が滅つてきたのか?

いちばん最初|こ参加したときよりも参加人員の

減少を感じるのは、花 ・鳥 ・昆虫に限定しない多

<の 参力8者は、会の趣旨|こ欺踊を感じたのでなか

ろうか。

新し<参 力0した私には、多<の 積み重ねた努力

が実らないことは無駄あり、残念|こ感じてならな

い。古い人も新しい者も、切磋琢磨で磨き上げ、

花や鳥 ・昆虫でない、われわれ人間の環境の回帰

を創りたい。

子どもたちの参加日が目立つた 1日

運根・小屋 弘 美

★ほかの作業のときにも感じることですが、日

本人のマナーの悪さ|こはただただあきれるばかり

です。今回も、ビデオカセツトが約30本捨ててあ

るのが大変目|こ付きました。また、その他、ピン、

カン等のさまざまなゴミがた<さ ん捨ててありま

丁 /,|グ 十

イラスト・小屋 弘 美

した。

★秋葉さんが 5～ 6人の子どもを、かがみさん

がお子さんを、高日さんもお子さんを連れて参加

して下さり、子どもたちの活躍が目立つた 1日で

した。子どもたちが自然の中で遊8iことを覚え、

それを愚い出|こして、将来この活動に参力Bして<

れることを願います。

★お昼は、本村さんが豚汁をつ<つ て<れ て、

出下さんが炊いて<れ たご飯を女性隊があほぎり

にしました。吉村さんはかにぎりをた<さ んつ<

つてきて<れ ました。みんなで食べて、大変楽し

いお昼でした。わたしは普段はあまり食べないの

に、この日ばかりは美味し<て いつぱい食べてし

まいました。

★男性隊は、竹林の古い竹を使つて階段を補1多

し、エリンソウが自生している場所の囲いをつ<

つていました。その場所|こある古い竹を使つて、

そういうことをするのは大変良いことだと思いま

す。廃物利用で無駄がないと思いました。
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「落ち葉を踏みじめて歩いて素敵だつた」

「車が生い蔵つて、パツタがいて楽しい」

などの言葉が自然回復の大きな力|こなるはずです。

会の方へもめ手紙 ・通信をお願いします。
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